
ニトリホールディングス＜9843＞、島忠＜8184＞の子会社化へ対抗T
OBを1株5500円で開始予定

家具・インテリア用品首位のニトリホールディングスは29日、ホームセンター中堅の島忠に対して完全
子会社化を目的にTOB（株式公開買い付け）を11月中旬をめどに開始する予定だと発表した。島忠を
巡ってはホームセンター最大手のDCMホールディングスによるTOBが進行中だが、買付価格としてDC
Mを1300円上回る5500円を提示した。買付代金は最大2142億円。ニトリが対抗TOBに名乗りを上げ
たことで、島忠の争奪戦に発展することが必至となった。

DCMは島忠の完全子会社を目指して10月5日～11月16日を期間としてTOBを実施中。ニトリはDCMに
よるTOBが成立する事態を回避するために、事前にTOBを開始予定であることを公表したとしている。

ニトリは2017年以降、M＆Aを通じてホームセンター業界への新規参入を検討。家具・インテリア用品
を主力とするニトリと、家具販売からホームセンター事業に進出した島忠との親和性は高いとの判断だ
。

ニトリによる買付価格は1株5500円。前日28日の島忠株の終値4890円に12.47％のプレミアムを加え
た。島忠株価は現在、DCMによる買付価格4200円を600円程度上回る水準にあるが、ニトリがDCMを
大幅に上回る買付価格を提示したことで、島忠株価がさらに高値に向かうと見られ、その場合、DCM
としては不利な状態となる。

ニトリの買付予定数は3895万5187株で、下限は所有割合50％にあたる1947万7600株に設定。上限
は設けていない。11月中旬にTOBを開始し、買付期間は30営業日を予定。公開買付代理人は大和証券
。


